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置いている。   
【1】バナジウム酸化物・ブロンズの研究（小野田雅量，長澤博）   
本年度は主として以下の4種の物質系を対象とした。   
（1）スピネル型uMgl－∫V204系   
（2）ペロブスカイト型RVO3系（R＝La，Ce，Pr，Nd）   
（3）ルチル型V．＿，Cr，02系   
（4）擬2次元〃V〝0加＋1系（〟＝Ca，Sr）   
各物質系に関する研究の概略を以下に記す。   
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程度の超微細場及びナイトシフト定数項，仇㌔ ＝ －87 kG恒，f九P血 ＝ 340  
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及び電子一格子相互作用の効果が検討されてきたが未解決な点が多い。   
本研究の目的は，これまで注意が払われてこなかった高温領域まで構造・物性を  
追究することにより，金属一紙緑体転移機構の本質を解明することである。ここで  
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法による解析を行っている。   
【2】チタン酸化物・ブロンズの研究（小野田雅量）   
本年度は以下の4種の物質系を対象とした。   
（1）（Til＿鳳），05系（M＝V，Fe）   
（2）ペロブスカイト型CelrxSrxTi03．，系   
（3）スピネル型LiTi204  
（4）LiTiO2＋y   
名物質系に関する研究の概略を以下に記す。   
（1）汀il．鳳）305系（〃＝Ⅴ，Fe）   
金属一絶縁体転移系マグネリ相Ti，jO2日（〃≧4）と同様にTiO6人面体連結構造を持つ  
Tiヨ05は，n＝460Kで1次の常磁性（r＞町「非磁性転移及び構造相転移を起こす。こ  





され，かつ相転移の駆動力として強い電子一格子相互作用が示唆された。   
本年度は，（Tiト∫Feェ）305の元素置換効果を追究した。詳細に粉末Ⅹ線回折パターンを  
検討した結果，ズ≧0月3の試料については現在の作成方法ではFe304が不純物として生  
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定が行えず，定量的議論を行うまでには至らなかった。   
以上の事柄を念頭においてCeト∫Sr∫TiO3＋，系を主対象に性質を調べている。0 ＜ズ≦  
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●   ●  （3）スピネル型LiTi204   
本系は，前述のLしMgl－ズV204系と同様の結  叉 、■、  
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2．93Åである。   
本系の物性に関してはほとんど報告がな  
い。粉末Ⅹ練回折から（J   土1）の散漫散乱が  
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局所的クラスター内でスピンが秩序化することが指摘されている。r ≧ 450 Kでは  
キュリー・ワイス別に従った（C＝4．30emuKノmol）。   
【3】低次元磁性体の研究（菊池彦光，長澤博）   
昨年度に引き続き本年度も以下の研究を行った。   
（1）ざ＝1一次元反強磁性体のHaldane状態に対する有限鎖効果   
（2）カゴメ格子上のフラストレートしたスピン系   
＜論 文＞  
1・H・MamiyaandM・Onoda：ElectrollicStatesofVanadiumSpinelsMgV204andZnV204  





理工学研究科修士論文，1996年2月   
＜講 演＞  
1．小川義宏，小野田雅重：Tiさ05の相転移ⅠⅠ  
日本物理学会1995年第50同年会・神奈川大学・1995年3月31日・31pPSA6  
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